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研究成果の概要（和文）： 

 ソーシャルなロボットは、人と人との社会的相互行為に参与しながら、その基底にある「場」
のダイナミクスを構成的に解明する、新たな参与観察者としての可能性を秘めている。本研究
は、このようなソーシャルなロボットの特性を生かして、人と人とのコミュニケーションの基
底にある「場」とそのダイナミクスの様相を明らかにした。また、人とロボットの間にたち現
われる「場」を介した新たなインタフェース枠組み(ソーシャルインタフェース、相互適応イン
タフェース、関係論的なロボットなど)を提案し、その基盤技術の開発と検証を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Social robots can be used as participators who investigate dynamics of interactional 

field in our social interaction. Therefore, our research project has conducted the research 

for clarifying underlying mechanisms of our social interaction using our social robots. 

And we have proposed several types of social interfaces, proto-communication interface 

with mutual adaptation, and novel human-dependent robots for eliciting human-robot 

interaction.  
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１．研究開始当初の背景 

人と人とのコミュニケーションの成立は、

それを媒介するメッセージの内容に加え、相

手からの語りかけに思わず応答責任を感じて

しまうような「場」とそのダイナミクスに支

えられている。しかし、このような「場」の

様相は直接に目で確認することが困難である

ことから、その背後にあるメカニズムの解明
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はまだ十分に進んでいない。 

こうした中で、ソーシャルなロボットは、

人と人との社会的相互行為に参与しながら、

その基底にある「場」のダイナミクスを構成

的に解明する、新たな参与観察者としての可

能性を秘めている。 

 

２．研究の目的 

本研究は、このようなソーシャルなロボッ

トの特性を生かして、(1)人と人とのコミュニ

ケーションの基底にある「場」とそのダイナ

ミクスの様相を解明すること、また同時に(2)

人とロボットの間にたち現われる「場」を介

した新たなインタフェース技術を確立するこ

とを目標とする。 

 

３．研究の方法 

多様なコミュニケーションの「場」に対す
る構成的な理解を進め、それらの「場」を介
した新たなインタフェース技術を確立する
ために、次の 3つの研究ステップを設定した。 
 
(a)理論的基盤の構築 (＝説明原理の解

明)：参与者の共同性を引き出すコミュニケ
ーションの「場」にはどのようなタイプがあ
り、どのように構成されるのかに関して理論
的な基盤を構築する。本研究では、[I]会話
参与者の共同性を引き出す多人数会話の場、
[II]相互のなり込みを引き出す並ぶ関係で
のコミュニケーションの場、[III]他者のア
シストを引き出す関係論的な行為生成の場
の 3タイプに整理し、関連研究の調査、およ
び説明原理を整理する。 

(b)ロボットを介した構成的理解(＝「場」
の構成原理・メカニズムの解明)：上記の 3
タイプの「場」について、多様なロボットや
メディアを介して「場」を生み出しながら、
その「場」のダイナミクスに対する構成的な
理解を進める。また、その「場」を生み出し、
維持するためのメカニズムについての設計
原理を明らかにする。 

(c)応用領域への展開(＝「場」の生成技術
の確立)：上記の構成的理解のために構築し
たキャリングビークルを、それぞれ具体的な
応用領域に展開し、本研究の有効性と課題を
明らかにする。具体的には、[I]参与者の共
同性を引き出す多人数会話の場を、人と人と
の共同性やつながりを引き出すソーシャル
メディエータとして展開する、[II]相互のな
り込みに基づくコミュニケーションの場を、
「並ぶ関係」を特徴とするソーシャルインタ
フェース(Sociable PC)やリテラシーフリー
インタフェース技術として展開する、[III]
関係論的な行為生成の場を、「弱さの力」を
利用した関係論的なロボットやインタフェ
ース技術として展開する。 

 
４．研究成果 

4 年間の主な研究成果として、次のように

整理できる。 

① 他者のアシストを上手に引き出しながら、

合目的的な行為を実現する関係論的なロ

ボットの研究を単行本『弱いロボット』

(医学書院)にまとめた。 

② 参与者の共同性を引き出すコミュニケー

ションの場にはどのようなタイプがあり、

それはどのように構成されるのかに関す

る理論的な側面を整理し、『認知科学』の

誌上討論、『モノ学の冒険』(共著、創元

社)、『ロボット情報学ハンドブック』(共

著、ナノオプトエナジー)の一部にまとめ

た。 

③ 本研究を実施するための研究プラットフ

ォ ー ムと なる キャ リン グ ビー クル

(Sociable Dining Table, Sociable PC, 

Sociable Spotlight, Sociable Trash Box

など)を開発した。これらのロボットをヒ

ューマン＝ロボットインタラクションに

関する国際会議(HRI’13)にて展示し、

Honorable Mention Demonstration Award

を受賞した。 

④ 多人数会話の「場」を介したソーシャル

インタフェースの基本的な枠組みとその

ワークロード低減効果を検証した結果を

HAI2010 で発表し、HAI2010 Outstanding 

Research Award を受賞した。またヒュー

マンインタフェース学会論文誌にまとめ

た。この枠組みをドライビングエージェ

ントやソーシャルメディエータに応用す

る方法を提案した。 

⑤ Sociable Dining Table における相互適応

モデルとその検証に関する研究成果をヒ

ューマンインタフェース学会論文誌にま

とめ、ヒューマンインタフェース学会論

文賞を受賞した。この相互適応モデルに

おける適応プロセスの分析結果について、

HAI2011 および情報学ワークショップで

発表し、第９回情報学ワークショップ優

秀賞を受賞した。 

⑥ 多人数会話の参与者の共同性を引き出す

インタラクティブ・メディア(Table Talk 

Plus)の概念を、ネットワークを介した多

人数会話に展開するメディア(NEXSUS+)

を提案した。その有効性に関する論文を

ヒューマンインタフェース学会論文誌に

まとめた。Sociable Spotlight に関する

論文を ICIC Express Lettersにまとめた。 

⑦ 参与者同士の共同性やつながりを引き出

すソーシャルメディエータ(Column)を開



 

 

発し、その過程を実験により検証した。

ヒューマンインタフェースシンポジウム

で対話発表し、優秀プレゼンテーション

賞 を 受 賞 し た 。 ま た 、 Human-Agent 

Interaction シ ン ポ ジ ウ ム  2012 

(HAI-2012)で対話発表し、 Impressive 

Experience Award を受賞した。 

⑧ ゴミ箱ロボット(Sociable Trash Box)と

子どもたちの関わりについて、豊橋市子

ども未来館(子ども体験型施設)でのフィ

ールド実験を行い、その結果を人工知能

学会論文誌にまとめた。HRI(Human-Robot 

Interaction)2010 に Late-Breaking 

Repot として発表し、Best Late-Breaking 

Report Award を受賞した。 

⑨ ゴミ箱ロボット(Sociable Trash Box)と

子どもとの間に生ずるパーソナルスペー

スの推定手法および推定結果に関する研

究成果を ICSR2010 で発表し、Best Paper 

Finalist を受賞した。また、この研究成

果を Social Robotics に関する国際ジャ

ーナル(IJSR)にまとめた。ヒューマンイ

ンタフェースシンポジウム 2011で発表し、

第 13回ヒューマンインタフェース学会学

術奨励賞を受賞した。 
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